








研究目的 

われわれは新しいマススクリーニングの開発に伴うシステム化について,実際にマススク

リーニングを担当している現場の側から検討している。昨年度に引き続いて本年度は,主と

して採血を担当する産科医療機関の立場から現行スクリーニングの実態と問題点を調査し,

併せて新しい疾患が追加される場合のシステム化に際して望まれる事項について考察した。 


